
切イ00

＜Z』』

o

，／

　
　
　
　
　
　
　
駆
甕
衆
択
紐
駄
ヨ
硬

　
　
　
　
　
　
　
嘆
類
騨
無
頽
嬢
嘱
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
瞳
薮
騨
芯
駆
埋
赦

　
　
　
　
　
　
　
喫
整
最
紋
朕
雪
ヨ
綬

　
　
　
　
　
　
　
担
鰯
敷
択
嶽
監
ヨ
樋

　
　
　
　
　
　
　
題
輯
黛
紋
呉
監
ヨ
樋

　
　
（
桜
製
，
蝋
鯉
）
組
郭
漿
　
　
4

　
　
（
留
製
、
照
鯉
）
喫
掻
雌

　
　
　
　
　
　
　
掻
　
鰯

　
　
　
　
（
慶
蚤
劉
襲
）
僕
整
　
　
　
↓
｛
｛

　
　
　
　
　
　
　
礎
　
掩

塵
振
担
冬
、
硬
堕
叙
襲
，
襖
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駆
　
　
酸

∈）㊦◎6）◎◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
ー
ヨ

（
R
8
く
P
）
幽
監
雌
e
侵
瓜
犀
蕪
］
（
5
9
）
耀
姻
器
感
輿
振
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
図
噸
鞍
鍼
費
鰻
綻
R
旧
＞
簾
箇
着
患
継
曝
↓
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
1
「
「
コ
」

　
　
　
　
圏
蝦
弊
試
裂
鰻
黙
R
O
創
＞
籠
罐
鰻
士
胴
嘩
↓
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
『
」
ー
コ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
團
賦
碧
慢
燃
R
O
N
〉
陛
幽
鷹
鍼
封

E
〉
δ
ゆ紅

幻

C
田
罵
手

／

優
塩
譲

く、く

寝
拳
禦

笹
鵯
叫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
寵
　
踵
　
三

　
’
マ

　
　
　
　
　
　
量
碧
鼠
麟

昏　
　
　
　
帽

ヰ晦わ
《
升

　
喧
腿
藩

　
赫

　
』

笹
渓
園

■

題蹴霧客

ー
十

窟
繕
継

渓
4
、

＃
順
桜

｛　◎

按
O
・

　
　
》

　
　
ふ
◎
算

雪
ヨ
誕e

　
D
雛
ヨ
罵
担
昏

　
　
　
　
　
　
＃
撫
理

艇
総
只
峰
踵
輔

　
U

　
　
　
　
　
婁
箪
杖
．

も
臨
瑛勤
騒

↓ふ’＼
つ＼“㌔

硬
焦

　
　
盆
鷺

雪
憩
氷

詮
K
楓
侵

　
　
　
　
管
卑
皿

　
　
　
　
　
　
喧
．
瓢
、

　
　
　
ヌ

　
　
　
　
諭

｝γ

　
　
　
　
　
　
　
雪
ひ
卿
ホ

　
　
　
　
　
　
　
樺
屠
馴

　
　
　
　
笹
．
．
劇
、

　
O
　
　
　
　
　
　
笹
鎖
亀

震
略
嶺
蔭

義

＊

◎
○
穆
【

毛吻σ0

く薫喧

喧
糧
R
略

一

乙
擬罪蟹

第2．7図　敷地前面及び外側海域の主要文献断層位置図

31



o 0

　　癒　　　＼
o　　　 O

o O　　　　O o

原子炉建屋設置位置 O

O
亀・

　O
O

O
o o　　O O

一　　　幅

O
O

O
0
　00 O

監

O　　oo 一　　　『

O
o　　O O藁一〃一謹 Q

0
　◎o　　　　O O

　一　　一　　一　　一
▼

畠 1

｛9 ，穫
0

O
裡∫・・。

　　O
o　　O

癖
イ 口 O 継 o 慈鐙．
くく　　監　　　P・

O

G
　
　
　
q

O A測線 … 『
ロO 鞘癖 ぎ

㌧ 2
≧》，　　蟹 ㍊く

o 0 O　Q ’

a oもOol　Q
　　　　》y　　　’

◎ 享暴 亀
臨 レ

マ
　
o

ラ ∫
し

1

o　　O　O

　　o　　Q
0 　αo

同
膨

　鞍
醸　∂

　　　　11ρ1繍・　紺 5　　　’

5 ひ＼＝
O

3
0 　5

Q
1 目

謹
置 o 奪

γ 八
1

聡
も l　o 軋　｝ 凡

～響 翼 ＝

O　　　　　　　　　　　　　　　　O 1
、　　　　　　　　1 ～ 、 o　　ボ　ー

碑 、 　ボ　ー●

、 ’

（財団法人日本

、 　25　3e1ひ520
、 1

35
H　　屈折法弾性

“ ト．→　屈折法弾性

、
、　　　、、 ’

一

（財団法人日本立

O 35 1 一　　試
㍉ ’

’

O
ら

cり
‘

ノ 一　　補足調査土
男 、

、
’

＼
　
、
　
、
　
　
、
　
　
　
＼
4
0
　
　
　
　 ’　、∋

心

40

1
一

1、

∫コー一’
一

　’
’

　　ノ　’

　’　’〆 0
、　　ト　レ

・嘗｝、　補足卜

／！　敷　地、　r　r
　～　隔　r　　　～　　r　　r L r　　＿　　一　　一　　一

多
（握…雑
　　　　（　　β45

●

　　　　40

　　r
　　痴

弁
0

第2．8図

硫

　　例

　　リ　ン　グ

　　リ　ン　グ
（財団法人日本立地センター実施）

屈折法弾性波探査測線

屈折法弾性波探査測線
（財団法人日本立地センター実施）

　　掘　　坑

補足調査坑、試験坑

　　ン　チ

補足トレンチ

　　境　界

　　　　　　500m

敷地の地質調査位置図

　32



E
O
の

O

　
　
　
　
　
塒
綱
罵
暇
轄

　
　
　
　
　
渠
　
簿
　
桶

　
　
　
　
　
塙
　
爆
　
桶

　
　
懸
桶
h
～
⊃
墜
圏
知

踏
桶
萄
ぐ
菊
ら
ハ
’
□
h

踏
桶
R
蛇
似
一
凄
闇
圏
㌍

◎□e□”

　
　
　
　
　
　
　
「
曄
　
　
ピ

湘
踪
懸
灘
ヨ
×
咽
冬
楽
　
　
　
　
　
　
　
漏
国

　
　
象
凶
翻
迦
　
　
　
　
　
　
　
　
謎
溺
錨
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
麟
羅
ト
ー
笥
へ
理
瑚

　
H
I
Q

圏
週
麟
掘

典
尽
難
謎
ヨ
×
劇
属
超

余
凶
鯉
恥

憾
函

偲
ω

霞
濯
麟
掘

⑩
ー
国

ゆ
ー
ロ
阜

團
摯
麟
誰

麟
麗
蜜
史
宰
ヘ
ヘ
艮
ト

釦
題
難
謎
ヨ
駁
釦
冬
誌

思
妬

卜
H
I
の

O
H
…
の

田
1
の

寸
H
ー
の

憾
国

oっ

H
I
の

田
…
の

コ
ー
の

傘
凶
鯉
典

踵
姻
麟
嘱

囲
週
麟
能

麟
認
R
乾
似

雫
尽
難
謎
ヨ
×
副
尽
灘

漏
妬

卜
H
…
h

O
H
－
h

雲
l
h

コ
…
h

漏
口

。っ

例
i
h

巽
ー
h

凝
…
h

余
凶
鯉
典

踵
網
麟
凝

圏
週
鱗
麗

麟
認
R
乾
似

麟
凝
楽
瀦
鯉
典

区
廻
週
藩
．
稲
翻
痢
　
区
①
．
o
耀
猷

卜・

r
l
Q
り

㊨
一
1
の

＿一一一＿＿一一〃

　’　　　　一　　　　圃　　　帽　　　隔　　　用　　　隔　　　『

　！
＿ノ

忙ミ　ト’

一←へ　　一

⑩
r

L 1 1つ つ
のLO

一
一 創

謄　一 1 r
Il の

E
し
う

一⊃しり

r の塒 r
l

1 　N
一　　　r

o

oP
つ

ΩD
l　i
Q　一》

一 σ

㊤
◎

｝ ｛【ミ

OD

寸寸
弘
］

〆）め

一　r
“　r

II
lI 一⊃（〆）

⊃u）

図

一 」

　
　
　
　
　
　
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

塒
ψ
創

肥
蝉
幽
鰹

綱
磯
婆
卵
瞳

33



第2．3表（1）　敷地の地質層序表（第三系）

地質

時代
地層名 主要岩相

第四紀 第四系 火山灰質粘性土，シルト，砂及び礫

『
1
ψ N／、ザ・一癌 〉一一帆へく一W洲一

鮮
新
世

大畑層
凝灰質礫岩

（一部に溶岩，火山砕屑岩を挟在）

JV 面　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿、んへ／、／＼凶一幅

火山砕屑岩

上部層

新 デ
イ

（淡灰色火山礫凝灰岩，凝灰角礫岩）
デ

易
サ イ

国
イ

サ
第 ト

三
中 間
層

貫
入
山
石

安山岩溶岩， イ
ト

新
下部層

火山砕屑岩（細粒凝灰岩，粗粒凝灰岩，

紀
世

暗灰色火山礫凝灰岩）及びシルト岩

並びにそれらの互層

玄 シルト岩及び
武 玄

大間層
山
石
貫
火山砕屑岩（酸性凝灰岩，軽石凝灰岩， 武

入 山
石

出
石 粗粒凝灰岩，暗灰色火山礫凝灰岩）

A
・整 ・へ～へ岨へ不整合
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第2．3表（2〉　敷地の地質層序表（第四系）

地質時代 構成物 火山灰（年代）

火

完
　
新
　
世

沖
積
層

古
砂
丘
堆
積
物

崖
錐
堆
積
物

シ
ル
ト
●
砂
●
礫

細
粒
～
中
粒
砂

山
灰
質
粘
性
土
～

口
1

砂 火
山
灰

ム
層

質
粘 銭亀女那川火山灰層
性 （約5万年前）
土 阿蘇4火山灰層

更
M3面 中粒～粗粒砂

～
砂

（約7万年前）

新 段丘堆積物 砂礫

世 洞爺火山灰層

後 M2面 中粒～粗粒砂
（約9～約10万年前）

段丘堆積物 砂礫
期

M1面 中粒～粗粒砂

段丘堆積物 砂礫
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第2．4表　淡灰色火山礫凝灰岩の岩石試験結果

項　目 試験結果 備考

岩
石
試
験

密度　　　　　　　（9／cm3） 1．81 ボーリングコア，試掘坑内

等から採取した試料による
平均値一軸圧縮強度　　（N／mm2） 3．0

クリープ係数 0．14
試験坑から採取した試料に

よる平均値

第2．5表　淡灰色火山礫凝灰岩の岩盤試験結果

項目 試験結果 備考

岩
盤
試
験

静弾陸係数（×103N／mm2〉 1．62 割線弾性係数の平均値

極限支持力　　　（N／mm2） 13．8以上

せん断強度　　　（N／mm2） 0．52

内部摩擦角　　　　　（。） 35

クリープ係数 0．08

坑内弾性波試験

P波速度
（㎞／s）

1．9～2．1

試掘坑内の屈折法の速度
S波速度
（km／s） 0．7～0．8
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第3．1表　敷地周辺の主な活断層

No． 断層名

評価長さ

　（km）

マグニチュード

　　　M

震央距離

　（km）

最大速度振幅

　（cm／S）

1 函館平野西縁断層帯 26 7．2 39 7．9

2 根岸西方断層 22 7．1 42 6．3

3 奥尻海盆東縁断層 50 7．7 86 5．5

4 恵山岬東方沖断層 42．5 7．5 71 5．4

5 清水山南方断層 11 6．6 28 5．3

6 敷地西方沖断層 7．2 6．3 20 5．1
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第3．2表　考慮する地震

考 慮　す　る 地　震

種 別

マグニチュード 震央距離 最大速度振幅

備　　　　　　考
M △（k鶏） （cm／S）

壬ハ‘

巨又

計
，
用
最
強
…

S　r1 71／4 96 2．5
「過去の地震」

1766年3月8日津軽の地震

地
震

「活断層」

S2－1 7．2 39 7．9 函館平野西縁断層帯による

地震

設
計
用
S2－2 81／4 90 8．7

・「地震地体構造」

プレート境界地震

限
界
地
震
S2－3 71／2 39 11．6

「地震地体構造」

函館平野西縁断層帯の位置

S2－4 6．5
一 13．5 ・直下地震
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基準地震動策定フロー

M：地震のマグニチュード
L：断層長さ

△：震央距離
X：震源距離

H：震源深さ

Vmax：最大速度振幅

　　　　凡例

圖
震地の去

洲
司
一 地震地体構造

O主な被害地震
1〉1766年津軽の地震

2）1968年青森県東方沖の地震

　（1968年十勝沖地震）

（M71／4，△＝96km）

（M7．9，△＝240km）

○主な活断層

葦）函館平野西縁断層帯

2）根岸西方断層

3）奥尻海盆東縁断層

4）恵山岬東方沖断層

5）清水山南方断層

6）敷地西方沖断層

（M7，2，L＝26km，△＝39km）

（M7．1，L＝22km，△ニ42km）

（M7．7，L＝50km，△＝86km）

（M7．5，L＝42．5km，△＝71km）

（M6．6，L＝illkm，△＝28k脊1）

（M6．3，L＝7．2km，△＝20km）

これらの活断層については、設計用限界地震の対象
として考慮する。

○敷地周辺において起こり得る限界的な地震は　レート

テクトニクスと過去の地震、活断層との関係で考慮する。

1）日本海溝付近の地震
　　M83／4の地震を想定する。

2）岩手県沖から十勝沖にかけての海域の地震
　　青森県東方沖のプレート境界にM81／4（△＝90km，

　　H＝60km）の地震を想定する。
3）地殻内の地震

　　函館平野西縁断層帯の位置にM71／2の地震を想定する。

1766年津軽の地震　　（M71／4，△＝96km）
　　設計用最強地震の対象となる地震 設計用限界地震の対象となる地震

函館平野西縁断層帯による地震（M7．2，△＝39km）

プレート境界地震（青森県東方沖のプレート境界）

　　　　（M81／4，△＝90km，H＝60km）

函館平野西縁断層帯の位置に想定する地震
　　　　（M71／2，△＝39km）

直下地震
（M6．5，X：＝確Okm）

考慮する地震による

敷地での地震動

基準地震動SIの検討対象となる地震動

（M71／4，△＝96km）→Vmax＝2．5cm／s

敷地地盤における
観測記録

1993年釧路沖地震の
観測記録のはぎとり波

基準地震動S2の検討対象となる地震動

（M7．2，△ニ39km）→Vmax＝7、9cm／s

（M81／4，△＝90km）→Vmax＝8．7cm／s

（M71／2，△＝39km）→Vmax＝11．6cm／s

（M6、5，X＝10km）→Vmax＝13．5cm／s

耐震設計に用いる

　シ土曇

基準地震動S1－D
・設計用応答スペクトル

・設計用模擬地震動
　Vmax＝：28．1cm／s

基準地震動S2－D

・設計用応答スペクトル

・設計用模擬地震動

　Vmax＝51．Ocm／s

第3．8図　基準地震動策定フロー
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巻末　資料リスト

図番号 タイトル 頁

図一1（1） 機器配置図（その1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

［1］

図一1（2） 機器配置図（その2） 　121
上

図一1（3） 機器配置図（その3） ［3］

図一1（4） 機器配置図（その4） ［41

図一1（5）
磯器配置図（その5）

［5］

図一1（6） 機器配置図（その6） ［6］

図一1（7） 機器配置図（その7） ［7］

図一1（8） 機器配置図（その8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊥

［8］

図一2 断面図 ［9］

図一3（1） 燃料補助建屋機器配置図 ［10］

図一3（2） 燃料補助建屋機器配置図 ［11］

図一4 燃料補助建屋断面図 ［12］

図一5 取水設備概要図 ［13］

図一6 放水設備概要図 ［14］
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図一1（6）　機器紀置図（その6）
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図一1（7）機器配置図（その7）
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